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青森県では、誰もが住み慣れた地域で安んじて健やかに暮らすことのできる社会

を目指し、全国に先駆けて「保健・医療・福祉包括ケアシステム」の構築を推進し

てきました。 

こうした中、全ての団塊世代が７５歳以上の高齢者となる２０２５年以降の超高

齢化時代を見据えると、保健・医療・介護・福祉体制の充実はもとより、地域にお

ける生活機能の確保や提供なども課題になると考えられます。このため、県では、

「青森県基本計画『選ばれる青森』への挑戦」において、これまでの包括ケアシス

テムの取組に、買い物、食事、住まい、移動などといった生活機能や地域づくりの

視点を加え、県民の誰もが地域で安心して老後を迎えることのできる「青森県型地

域共生社会」の実現を今後重視していく取組の方向性に位置づけ、全庁一丸となっ

て各種取組を積極的に展開しているところです。 

このたび、「青森県型地域共生社会」の実現に向けて、高齢者福祉及び介護保険

分野における施策の基本方針として、「あおもり高齢者すこやか自立プラン 

２０２１」を策定しました。今後は、本プランにより、「高齢者が人生の最期まで

自分らしく、生きがいを感じながら、住み慣れた地域で安んじて暮らせる青森県」

を基本理念としながら、「地域の支え合いで高齢者の元気と笑顔があふれる青森県」、

「介護や医療が必要となった高齢者に寄り添い続ける青森県」、「活気に満ちた介護

現場を創造し、介護保険制度への信頼を守り続ける青森県」の３つの基本目標を掲

げ、本県の目指す姿の実現に向けて取組を推進していきます。 

結びに、プラン策定に当たり、御尽力を賜りましたあおもり高齢者すこやか自立

プラン推進協議会の委員の皆様をはじめ、貴重な御意見、御提言をお寄せいただい

た皆様に心から感謝申し上げます。 

令和３年３月 

青森県知事  三 村 申 吾
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１ プランの位置づけ                       

（１）県内市町村の老人福祉事業の供給体制を広域的に支援するための計画である青森県老人福

祉計画（老人福祉法第 20条の９第１項）と、県内市町村の介護保険事業の運営を支援するた

めの計画である青森県介護保険事業支援計画（介護保険法第 118 条）及び青森県介護給付適

正化計画（介護保険法第 118 条第２項第２号及び第３号）を一体的に策定しています。 

（２）本プランは、青森県保健医療計画をはじめ､青森県地域福祉支援計画、青森県障害福祉計画、

青森県医療費適正化計画、青森県国民健康保険運営方針、青森県健康増進計画「健康あおも

り 21」、いのちを支える青森県自殺対策計画、青森県住生活基本計画、青森県高齢者居住安定

確保計画及び青森県賃貸住宅供給促進計画と一体となって、県の基本計画である「青森県基

本計画「選ばれる青森」への挑戦～支え合い、共に生きる～」を推進するものです。 

 また、団塊の世代が全て 75歳以上となる令和７年（2025 年）を見据え、市町村の介護サー 

ビス見込量と、青森県保健医療計画に掲げる在宅医療の整備目標の間で整合性を図り、入院 

から在宅・施設へ移行する方々のサービス需要についても勘案しています。 

青 森 県 保 健 医 療 計 画

青 森 県 地 域 福 祉 支 援 計 画

青 森 県 障 害 福 祉 計 画

青 森 県 医 療 費 適 正 化 計 画

青森県国民健康保険運営方針

青 森 県 健 康 増 進 計 画
（ 健 康 あ お も り ２ １ ）

いのちを支える青森県自殺対策計画

青 森 県 住 生 活 基 本 計 画

青森県高齢者居住安定確保計画

青森県賃貸住宅供給促進計画

青森県基本計画「選ばれる青森」への挑戦～支え合い、共に生きる～

整合

推

進
あおもり高齢者すこやか自立プラン

青 森 県 老 人 福 祉 計 画

青森県介護保険事業支援計画

青森県介護給付適正化計画

老 人 福 祉 計 画

介 護 保 険 事 業 計 画

介 護 給 付 適 正 化 計 画

市町村

支

援
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２ プラン策定の趣旨                          

高齢者福祉の大きな課題である「介護」を社会全体の共同連帯により支える仕組みとして介 

護保険制度が 2000 年（平成 12年４月）に導入され、約 20年が経過しますが、高齢者福祉の基 

盤として大きな役割を果たしてきました。 

その間、国において制度の持続と課題への対応のため、次のとおり３年ごとに見直しが実施

されており、本県においても介護保険法の改正に伴う方向性の転換・明確化や制度の具体的な

見直しに合わせ、３年に一度のペースであおもり高齢者すこやか自立プランの見直しを行って

きました。 

令和２年度の介護保険法の改正は、他の社会福祉関係の法令と併せて、「地域共生社会の創造」

という大きな理念の下に介護人材確保及び業務効率化の取組の強化に関する制度改正が行われ

ており、本県においても「青森県型地域共生社会」の実現に向け、高齢者福祉及び介護保険事

業を取り巻く環境の変化や本県の現状・課題を踏まえ、地域と連携して取り組むべき施策の方

向性を示す計画として、あおもり高齢者すこやか自立プラン 2021 を策定するものです。 

介護保険制度の改正の主な内容 

平成 18 年度 ・地域密着型サービスの創設と予防給付の創設 

・介護療養病床の廃止決定 

・地域包括支援センターの創設 

平成 21 年度 ・事業者の法令遵守強化 

平成 24 年度 ・市町村単位での認知症対策の推進 

・サービス付き高齢者向け住宅制度の創設 

・医療・介護・予防・住まい・生活支援サービスの包括ケアの推進 

平成 27 年度 ・介護予防・日常生活支援総合事業（新しい総合事業）の創設 

・在宅医療・介護連携推進事業の制度化 

・地域ケア会議の設置義務化 

・特別養護老人ホーム入居者の限定 

平成 30 年度 ・市町村の保険者機能の強化 

・介護医療院の創設 

・介護ロボット・ＩＣＴの活用 

・保健医療計画に掲げる在宅医療の整備目標と介護保険事業（支援）計画

に掲げる介護サービス見込量の整合性確保 

プラン全体を通じた概念 

本県では、県民一人ひとりが安心して生活できる社会づくり、一人ひとりのかけがえのない命

と暮らしを大事にする社会づくりに向けて、全国に先駆けて、保健・医療・福祉サービスを、必

要な時に適切な内容で総合的・一体的に提供するため、関係機関が連携を図る仕組みである「保

健・医療・福祉包括ケアシステム」の構築に平成９年度から取り組んできました。 

令和７年（2025 年）の超高齢化時代を迎えることにより社会保障をはじめとした様々な影響が

生じることから、これらに対し適切に対応するため、「保健・医療・福祉包括ケアシステム」の構
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築に向けた取組等による保健・医療・介護・福祉体制の充実はもとより、様々な生活機能の確保・

提供体制を構築することが急務となっています。 

そのため、青森県の実情やこれまでの取組の成果を踏まえ、超高齢化時代を見据え、「青森県型

地域共生社会」の実現に向け取り組むこととしたところです。 

「青森県型地域共生社会」とは、青森県の目指す姿として、県民一人ひとりが「地域で生まれ、

地域で育ち、地域を助け、地域で安心して老後を迎えることができる社会」であり、実現に際し

ては「保健・医療・福祉包括ケアシステム」に「住まい」「生活支援」を取り込むとともに、「交

通」「情報通信」「セキュリティ」の地域機能を加え、さらに「地域づくり」の視点を踏まえた深化

を図ることを基本的な考え方としています。 

県では、「青森県型地域共生社会」の実現に向けて、企画・環境生活・健康福祉・商工労働・農

林水産など、あらゆる部門が横断的に連携して取組を進めることとしています。 

また、「青森県型地域共生社会」の実現を目指して取組を進めるポイントは次のとおりです。 

・ 全国に先駆けて取り組んできた「保健・医療・福祉包括ケアシステム」を基盤とすること 

・ 住民主体による地域づくりを進めるとともに、農山漁村の「地域経営体」をはじめとする、 

様々な担い手の活躍を促進すること 

・ 地域で「経済を回す」視点を重視し、持続可能性を確保すること 

本プランは、「青森県型地域共生社会」の実現に向けて、高齢者福祉及び介護保険分野における

施策の基本方針として定めるものです。 
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Ⅱ 総論 
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１ プランの基本理念                       

本県では、いわゆる団塊の世代が全て 75 歳以上となる令和７年（2025 年）に向け、高齢者が

生きがいを持ち、介護が必要となっても住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができる

よう、保健・医療・介護・福祉の充実はもとより、様々な生活機能の確保・提供体制の構築に取

り組んできました。 

また、さらにその先を展望すると、いわゆる団塊ジュニア世代が 65 歳以上となる令和 22 年

（2040 年）に向け、総人口・現役世代人口が減少する中で、高齢者人口がピークを迎えること

が見込まれています。 

こうした中、これまで以上に高齢単身世帯・高齢者夫婦世帯や認知症高齢者、医療と介護の

両方のサービスを必要とする高齢者等の増加による介護ニーズの増加・多様化が想定される一

方、現役世代の減少が顕著となり、地域の活力を維持していくためには、高齢者の方が社会の

支え手として活躍していくことが期待されています。 

本プランでは、こうした状況を踏まえ、本県のめざす姿（基本理念及び基本目標）を次のと

おり設定します。 

【基本理念】 

高齢者が人生の最期まで自分らしく、生きがいを感じながら、住み慣れた地域で安んじて暮ら

せる青森県型地域共生社会の実現 

【基本目標】 

◯ 地域の支え合いで高齢者の元気と笑顔があふれる青森県 

高齢者が人生の最期まで自立した日常生活を送ることができるよう、配慮が必要な高齢者を

地域全体で支えていく体制づくりとともに、高齢者の健康づくりと介護予防を推進します。 

また、高齢者が、生涯にわたり生きがいをもち、自分らしい暮らしができるよう、高齢者の

活躍の場づくりや長寿の喜びを実感できる環境づくりを推進します。

◯ 介護や医療が必要となった高齢者に寄り添い続ける青森県 

高齢者が介護や医療が必要になった場合においても住み慣れた地域で暮らし続けることが

できるよう、介護・医療サービスの提供体制の充実を図ります。 

◯ 活気に満ちた介護現場を創造し、介護保険制度への信頼を守り続ける青森県 

  高齢者一人ひとりのニーズを的確に捉え、必要な介護サービスを受けられる体制を整備する

ため、高齢者のニーズに合った介護サービスの提供、質の高い介護人材の確保・育成等に取り

組みます。 

また、介護保険制度への信頼性を高め、持続可能な介護保険制度の運営に取り組みます。 
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【基本理念】

【基本施策】

【基本目標】

従来の介護事業者への指導・監督に加え、非
常災害・感染症対策等の注意喚起を行うととも
に良質なサービスを提供する事業者を支援

制度の持続性を維持するため、保険者機能を
発揮し、介護給付の適正化を推進

生活習慣の改善など健康寿命の延伸に向け、
市町村と連携し、健康づくりや高齢者の保健事
業と介護予防の一体的実施などの取組を推進

高齢者が地域社会の担い手としていきいきと活
躍できる社会づくりを目指し、就業やボランティ
アといった活躍の場の拡充とつどいの場などの
コミュニティの活性化を推進

介護予防とともに地域での支え合い（互助）を
ベースとした地域共生社会や意思決定支援（成
年後見・ACP）の取組を推進

認知症施策推進大綱に基づき、認知症カフェや
ピアサポーターを活用した本人及びその家族を
支援

地域医療構想における入院医療から在宅医
療・介護への対応の方針を踏まえ、看取りを含
む提供体制の整備を推進

介護事業者の健全な発展

未来志向の介護保険財政の運営

活気に満ちた介護現
場を創造し、介護保険
制度への信頼を守り
続ける青森県

介護や医療が必要と
なった高齢者に寄り
添い続ける青森県

豊かな生活を叶える自立と健康

生きがいを感じる居場所づくり

支え合い共に生きる地域づくり

高齢者が人生の最期まで自分らしく、生きがいを感じながら、住み慣れた地域で安んじて暮らせる青森県

地域の支え合いで高
齢者の元気と笑顔が
あふれる青森県

市町村の介護保険事業計画における動向を踏
まえ、地域密着型サービスを中心に介護保険
サービス見込量を推計

介護ロボットやICTを活用した介護現場の負担
軽減を通じ、青森県福祉・介護人材確保定着グ
ランドデザインに基づく人材確保を推進

認知症の人にやさしい環境づくり

本人主体のケアの確立と実践

介護保険サービス等の基盤整備

介護人材の確保・養成・定着　
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２ 計画期間

 本プランは、令和 22年（2040 年）までの中長期的なサービス給付等の水準を踏まえ、令和３

年度から令和５年度までの３年間を計画期間とする第８期青森県介護保険事業支援計画として

策定し、令和５年度に見直しを行います。 

３ 圏域の設定                           

  老人福祉法及び介護保険法の規定に基づく圏域は、保健・医療・介護・福祉の連携を確保す

るため、前回策定のプランと同様に、青森、津軽、八戸、西北五、下北及び上十三の６つの老人

福祉圏域とします。 

  なお、この圏域は、青森県保健医療計画の二次保健医療圏域と一致します。  

※以下、圏域名は単に「青森圏域」のように表記します。 

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
令和７年度

(2025年度)
令和８年度 令和９年度 ～

令和２２年度

（2040年度）

第１０期計画～第８期計画 第９期計画

階上町

田舎館村

老人福祉圏域図

八戸市

南部町

五戸町

田子町

三戸町 

新郷村

おいらせ町

青森市

十和田市 

平内町

蓬田村

外ヶ浜町

今別町

外ヶ浜町

七戸町

東北町

六戸町

三沢市

野辺地町

六ケ所村

横浜町

むつ市 東通村

佐井村

大間町 
風間浦村

平川市大鰐町

黒石市弘前市

西目屋村

藤崎町
板柳町

五所川原市

中泊町

五所川原市

深浦町

鯵ケ沢町

つがる市

中泊町

鶴田町

下北地域
老人福祉圏域

上十三地域
老人福祉圏域

八戸地域
老人福祉圏域

青森地域
老人福祉圏域

西北五地域
老人福祉圏域

津軽地域
老人福祉圏域
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４ ＰＤＣＡサイクルの推進                       

  本プランの着実な推進を図るため、保健・医療・介護・福祉の関係者、学識経験者等で構成

する「あおもり高齢者すこやか自立プラン推進協議会」の意見を踏まえ、市町村や関係機関と

連携しながら、地域課題の分析、本プランの策定、目標の設定、取組の実施、毎年度の実績の

評価・公表、評価を踏まえた取組の改善及び本プランの見直しを行っていきます。 

  また、県は、市町村が行う老人福祉計画・介護保険事業計画・介護給付適正化計画の策定・

実施・評価・見直しに当たり、ヒアリングや研修を実施し、必要な助言を行います。 

区分 県 市町村 

Plan 

（計画） 

・地域課題の分析 

・本プランの策定（目標設定） 

・市町村介護保険事業計画の 

策定支援 

・市町村老人福祉計画の策定 

支援 

・市町村介護給付適正化計画

の策定支援 

・地域課題の分析 

・市町村介護保険事業計画の 

 策定（目標設定） 

・市町村老人福祉計画の策定 

（目標設定） 

・市町村介護給付適正化計画の 

策定（目標設定） 

Do 

（実施） 

・本プランの取組実施（市町

村支援含む） 

・介護保険事業の実施 

・老人福祉事業の実施 

・介護給付適正化計画の実施 

Check 

（評価） 

・目標に対する実績評価 

・評価結果の公表 

・目標に対する実績評価 

・評価結果の公表 

Action 

（改善） 

・取組の改善 

・本プランの見直し 

・取組の改善 

・市町村介護保険事業計画の 

見直し 

・市町村老人福祉計画の見直し 

・市町村介護給付適正化計画の 

見直し 

圏域名
構成

市町村数
圏域人口
（人）

構成市町村名

青森圏域 １市３町１村 293,556 青森市、平内町、今別町、外ヶ浜町、蓬田村

津軽圏域 ３市３町２村 275,874
弘前市、黒石市、平川市、藤崎町、大鰐町、田舎
館村、西目屋村、板柳町

八戸圏域 １市６町１村 307,484
八戸市、三戸町、五戸町、田子町、南部町、階上
町、新郷村、おいらせ町

西北圏域 ２市４町 119,794
五所川原市、つがる市、鰺ヶ沢町、深浦町、鶴田
町、中泊町

下北圏域 １市１町３村 67,743 むつ市、大間町、東通村、風間浦村、佐井村

上十三圏域 ２市５町１村 166,975
十和田市、三沢市、野辺地町、七戸町、六戸町、
横浜町、東北町、六ヶ所村

計 １０市２２町８村 1,231,426

※圏域人口は、青森県人口移動統計調査（令和２年９月１日現在）による。
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５ 高齢者の現状

（１）人口構造 

① 全国の人口の推移と今後の見通し

国勢調査による平成 27 年の全国の人口１億 2,709 万５千人は、平成 22 年の１億 2,805 万

７千人と比較して約 96万２千人（約 0.75％）の減少となり、調査開始以来、初めての減少と

なりました。（図表Ⅱ―１、※） 

中でも 15歳から 64歳までの生産年齢人口については、平成 27 年の 7,628 万９千人は、平

成 22年の 8,103 万９千人と比較して約 475 万人（約 5.9％）の減少となっています。

 65 歳以上人口は、これまで一貫して増加してきましたが、令和２年以降は横ばいとなる見

込みであり、生産年齢人口の減少に伴い高齢化率は上昇し、令和７年には 30.0％、令和 22 年

には 35.3%になると見込まれています。 

  また、75 歳以上の後期高齢者人口は上昇傾向にあり、総人口に占める 75 歳以上の後期高

齢者人口の割合は、平成 27 年で 12.7％となっていましたが、令和７年には 17.8％、令和 22

年には 20.2%に上昇すると見込まれています。 

   国立社会保障・人口問題研究所の推計によると、平成 22年の１億 2,805 万 7千人をピー 

クに、令和 35年（2053 年）には１億人を下回る見通しとなっています。 

図表Ⅱ－１ 全国の人口構成と推移と今後の見通し

（資料）H27 までは国勢調査、R2以降は国立社会保障・人口問題研究所推計 

※ 全国の人口のピークは平成 20年 12 月の１億 2809 万９千人（総務省統計局 人口推計） 
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② 青森県の人口の推移と今後の見通し

国勢調査による平成 27 年の本県の人口 130 万８千人は、平成 22 年の 137 万２千人と比較

して約６万４千人（約 4.7％）の減少となっています。（図表Ⅱ－２、※） 

中でも 15 歳から 64 歳までの生産年齢人口については、平成 27 年の 76 万５千人は、平成

22 年の 84万４千人と比較して約７万９千人（約 9.4％）の減少となっています。 

  高齢者人口は、令和７年には 42 万５千人に増加し、令和 22年には 40万３千人に、後期高

齢者人口は、令和７年には約 24 万１千人に増加し、令和 22 年には 25 万人に達するものと見

込まれています。 

  また、高齢化率は、令和７年には 36.7％に上昇し、令和 22 年には 44.3％に、後期高齢者

人口の総人口に占める割合は、令和７年には 20.8％に上昇し、令和 22 年には 27.5％に達す

るものと見込まれています。 

    令和 22 年における総人口は 90万９千人となり、平成 27年の 130 万８千人と比較して、 

約 69.5％まで減少するものと見込まれています。 

図表Ⅱ－２ 青森県の人口構成と推移と今後の見通し

（資料）H27までは国勢調査、R2以降は国立社会保障・人口問題研究所推計

※ 青森県の人口のピークは昭和 58年 10 月の 152 万９千人（青森県 青森県人口移動統計調査） 
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（2） 平均寿命の状況

  本県の平均寿命は、平成 27 年で、男性が 78.67 歳、女性が 85.93 歳となっており、男女とも

全国 47 位となっていますが、男性は２回連続で国の伸びを上回り、27 年-22 年の伸び幅は全

国３位となるなど、着実に伸びています。（図表Ⅱ－３） 

図表Ⅱ―３ 平均寿命の推移 

（資料）厚生労働省「都道府県別生命表」 
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（３）要支援・要介護者の状況

① 要支援・要介護度区分別の推移と今後の見通し 

 本県では、第１号被保険者の数に占める要支援・要介護者数の割合（要支援・要介護認

定率）が減少し、令和２年７月で 17.9％と、全国平均を 0.6 ポイント下回っています。

（図表Ⅱ－４） 

 要支援・要介護者を要支援・要介護認定区分別にみると、要介護１から要介護５までの割

合は、81.7％であり、全国平均の 72.0％を大きく上回っています。（図表Ⅱ―４） 

 令和２年７月の第１号被保険者のうち要支援・要介護者の数は 74,891 人です。また、第

２号被保険者のうち要介護・要支援者の数は 1,615 人となっています。（表Ⅱ―５－①・②） 

図表Ⅱ―４ 第１号被保険者の要支援・要介護認定率と要支援・要介護認定者のうち要介 
護区分１～５の者の割合（令和２年７月現在） 

（資料）「介護保険事業状況報告」
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（資料）「介護保険事業状況報告」（各年度９月分）
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図表Ⅱ―５－① 青森県の第１号被保険者のうち要支援・要介護認定者の数の推移

図表Ⅱ―５－② 青森県の第２号被保険者のうち要支援・要介護認定者の数の推移

7,252 6,640 6,209 6,156 6,166 6,101 6,168 6,226 6,358 6,674 

8,035 7,441 7,339 7,497 7,572 7,575 7,659 7,750 7,895 8,476 

15,405 15,640 15,783 15,796 15,709 15,891 16,047 16,280 16,662 
18,577 

14,667 14,865 15,030 14,985 15,099 15,133 15,382 15,669 16,149 
18,414 

10,684 10,631 10,601 10,794 10,866 11,105 11,297 11,552 11,952 

14,005 
10,190 10,453 10,515 10,713 10,963 11,174 11,476 11,764 

12,189 

14,346 
8,890 8,745 8,765 8,661 8,516 8,533 8,676 8,860 

9,153 

10,565 

75,123 74,415 74,242 74,602 74,891 75,512 76,705 78,101 
80,358 

91,057 

0
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100,000

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和７年度 令和22年度

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和７年度 令和22年度

要支援計 15,287 14,081 13,548 13,653 13,738 13,676 13,827 13,976 14,253 15,150

要介護計 59,836 60,334 60,694 60,949 61,153 61,836 62,878 64,125 66,105 75,907

108 109 99 109 98 100 98 97 95 70 

184 200 169 159 143 143 143 141 139
96

309 295 
278 299 285 277 271 270 264

183

466 441 
421 404 419 420 417 412 399

280

291 275 
266 250 247 226 225 224 219

151

225 203 
200 196 181 174 172 172 167

116

283 
261 

241 250 
242 259 258 254 249

171

1,866 
1,784 

1,674 1,667 
1,615 1,599 1,584 1,570 1,532 

1,067 

0
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750

1,000

1,250

1,500

1,750

2,000

2,250

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和７年度 令和22年度

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和７年度 令和22年度

要支援計 292 309 268 268 241 243 241 238 234 166

要介護計 1,574 1,475 1,406 1,399 1,374 1,356 1,343 1,332 1,298 901

（人） 

（資料）令和２年度までは「介護保険事業状況報告」（各年度９月分）

    令和３年度以降は地域包括ケア「見える化」システムの推計

（人）

（資料）令和２年度までは「介護保険事業状況報告」（各年度９月分）

    令和３年度以降は地域包括ケア「見える化」システムの推計

(2025年度) 

(2025年度) (2040年度) 

(2040年度) 
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② 圏域別の要支援・要介護認定者数の推移と今後の見通し 

令和２年度までの要支援・要介護者の状況をもとに、高齢者人口の伸び率を勘案して要支

援・要介護認定率の今後の見通しを推計した結果、令和５年度には 18.8％に、令和７年度に

は 19.3％に、令和 22 年度には 23.1％となる見込みです。（図表Ⅱ－６－①） 

要支援・要介護認定率は圏域ごとに大きな差異が見られ、令和２年度では最高が青森圏域

の 19.7％、最低が八戸圏域の 16.3％であり、3.4 ポイントの差が生じています。 

令和 22 年度に向け、県内全ての圏域において、緩やかに要支援・要介護認定率が上昇して

いく見込みとなっています。（図表Ⅱ－６－②）

図表Ⅱ―６－① 要支援・要介護認定者数及び要支援・要介護認定率の推計（圏域別）
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50,000
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80,000

90,000

100,000

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和７年度 令和２２年度

青森 津軽 八戸 西北五 下北 上十三 合計 要介護認定率（県平均）

（76,269）

（人） 

（資料）令和２年度までは「介護保険事業状況報告」（各年度９月分）

    令和３年度以降は地域包括ケア「見える化」システムの推計

（％） 

（76,506）
（77,111） （78,289） （79,671）

（81,890）

（92,124）
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図表Ⅱ―６－② 要支援・要介護認定率の推計（圏域別） 

14

16

18

20

22

24

26

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和７年度 令和２２年度

青森 津軽 八戸 西北五 下北 上十三

（資料）令和２年度までは介護保険事業状況報告各年度９月分

    令和３年度以降は地域包括ケア「見える化」システムの推計

（％） 

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和７年度 令和２２年度

青森 19.8% 19.8% 19.7% 19.5% 19.8% 20.2% 20.7% 24.8%

津軽 19.3% 19.3% 19.0% 18.9% 19.1% 19.3% 19.8% 23.2%

八戸 16.3% 16.2% 16.3% 16.2% 16.5% 16.8% 17.4% 21.2%

西北五 18.0% 18.0% 18.0% 18.2% 18.2% 18.5% 18.6% 21.6%

下北 19.5% 19.5% 19.3% 19.7% 20.0% 20.3% 20.9% 25.2%

上十三 18.4% 18.2% 17.9% 18.1% 18.4% 18.8% 19.3% 24.2%

県合計 18.4% 18.4% 18.3% 18.2% 18.5% 18.8% 19.3% 23.1%

要支援・要介護認定率
圏域
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（4）高齢者世帯の状況 

① 高齢者世帯の状況

    本県の一般世帯に占める高齢親族のいる世帯の割合は、平成 27 年で 49.7％であり、全

国の 40.7％と比較して高くなっています。（図表Ⅱ―７） 

また、高齢単身世帯のうち、65 歳以上 74 歳以下の世帯数は令和２年まで増加を続けた

後に減少に転じますが、75 歳以上の世帯数は令和 17 まで上昇し続ける見込みです。（図表

Ⅱ―８） 

図表Ⅱ－７ 青森県の高齢者世帯の状況 

          （資料）国勢調査 

図表Ⅱ―８ 青森県の高齢単身世帯数 

 （資料）H27 までは国勢調査、R２以降は国立社会保障・人口問題研究所推計 
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② 住宅の保有状況 

  平成 27 年国勢調査によると、本県の住宅保有率は、高齢夫婦世帯では 91.4％、高齢単身世

帯では 74.4％となっています。（図表Ⅱ―９） 

  また、全国の住宅保有率は、高齢夫婦世帯では 87. 8％、高齢単身世帯では 

63.7％となっています。（図表Ⅱ－10） 

   このように、本県では、高齢夫婦世帯、高齢単身世帯のいずれの住宅保有率も全国水準を

大きく上回っています。 

図表Ⅱ－９ 青森県の高齢者の住宅保有状況 

         （資料）平成 27年国勢調査

図表Ⅱ―10 全国の高齢者の住宅保有状況 

          （資料）平成 27年国勢調査
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（５）高齢者の就業状況

平成 27 年の本県の 65 歳以上人口に占める就業者の割合は 23.4％であり、全国と比べて 0.4

ポイント高くなっています。また、従事する産業別の割合をみると、第一次産業に従事する方

が 40.1％であり、全国と比べて 24.4 ポイント高くなっています。（図表Ⅱ―11―①・②） 

図表Ⅱ―11－① 65 歳以上人口に占める就業者の割合

（資料）国勢調査 

図表Ⅱ―11－② 高齢者の就業状況 

（資料）国勢調査 
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６ 介護サービスの状況                     

（１）利用者数

本県の令和２年７月現在における介護サービス及び介護予防サービスの利用者は 67,292 

人であり、平成 28年７月から減少傾向にあります。要支援・要介護認定者のうち介護サー 

ビス又は介護予防サービスを利用している者の割合は 88.0％で、全国の 83.9％を上回っ 

ています。（図表Ⅱ―12） 

   本県の居宅サービス、地域密着型サービス及び施設サービスのサービス類型別利用者数を

見ると、令和２年７月で居宅サービスが 44,218 人と最も多くなっています。サービス別の

利用状況を全国と比較すると、青森県における介護サービスの利用者の割合は居宅サービス

が 65.7％、地域密着型サービスが 17.1％、施設サービスが 17.2％であり、全国とほぼ同じ

割合となっています。（図表Ⅱ―13－①・②） 

図表Ⅱ―12 青森県の要支援・要介護認定者と介護サービス利用者の推移 

（各年７月現在） 

（資料）厚生労働省「介護保険事業状況報告」（各年度９月分） 

※ 居宅サービス及び地域密着型サービスには、要介護者が利用する介護給付だけ 

でなく、要支援者が利用する予防サービスを含みます。 
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図表Ⅱ―13－① 青森県の介護サービス類型別利用者数 

（各年７月現在） 

（資料）厚生労働省「介護保険事業状況報告」（各年度９月報告） 

図表Ⅱ―13－② 介護サービス利用者の構成比（各年 7月） 

（資料）厚生労働省「介護保険事業状況報告」（各年度９月報告） 
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（２）介護給付費 

   本県の令和２年７月の介護給付費は約 105 億 400 万円であり、平成 28 年７月から約６億

1,700万円増加しています。介護給付費に占めるサービス類型別の割合を全国と比較すると、

本県は居宅サービス、地域密着型サービスの割合が高く、施設サービスの割合が低くなって

います。（図表Ⅱ―14－①・②） 

図表Ⅱ－14－① 青森県の介護給付費の推移（各年７月現在） 

（資料）厚生労働省「介護保険事業状況報告」（各年度９月分） 

図表Ⅱ－14－② 介護給付費の構成比（各年７月現在） 

（資料）厚生労働省「介護保険事業状況報告」（各年度９月分） 
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62,533 63,499 61,805 62,003 60,603 

18,919 19,366 21,857 23,397 24,409 
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（資料）厚生労働省「介護保険事業状況報告年報」

（３）利用者一人当たりの介護給付費 

令和２年７月における本県のサービス類型別の介護サービス利用者一人当たりの介護給付

費を全国と比較すると、居宅サービス、地域密着型サービスで本県の費用が上回っています。

（図表Ⅱ―15） 

図表Ⅱ―15 利用者一人当たりの介護給付費（令和２年７月現在） 

（資料）厚生労働省「介護保険事業状況報告」（令和２年９月分）
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（円）

（百万円）
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（４）第１号被保険者一人当たりの介護給付費 

   令和２年７月における本県のサービス類型別の第１号被保険者一人当たりの介護給付費を

全国と比較すると、すべてのサービスで本県の費用が上回っています。（図表Ⅱ―16） 

図表Ⅱ―16 第１号被保険者一人当たりの介護給付費（令和２年７月現在）

（資料）厚生労働省「介護保険事業状況報告」（令和２年９月分） 

（5）サービス種別ごとの状況 

 居宅サービス 

令和２年７月における主な居宅サービスについて、本県の第１号被保険者一人当たりの介

護給付費は、訪問介護、通所リハビリ、短期入所生活介護で全国を上回っており、特に訪問

介護の費用が全国の約２倍となっています。（図表Ⅱ―17） 

図表Ⅱ－17 主な居宅サービスの利用状況（第１号被保険者一人当たり介護給付費、 

令和２年７月現在）

（資料）厚生労働省「介護保険事業状況報告」（令和２年９月分） 
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地域密着型サービス 

令和２年７月における地域密着型サービスについて、第１号被保険者一人当たりの介護給

付費を全国と比較すると、認知症対応型共同生活介護は全国の２倍以上であるのに対し、定

期巡回・随時対応サービスや小規模多機能型居宅介護等在宅生活の継続を担うサービスにつ

いては全国を下回っています。（図表Ⅱ―18） 

図表Ⅱ―18 主な地域密着型サービスの利用状況（第１号被保険者一人当たり介護給付費、 

令和２年７月現在）

（資料）厚生労働省「介護保険事業状況報告」（令和２年９月分） 

施設サービス 

令和２年７月における本県の施設サービスについて、第１号被保険者一人当たりの介護給

付費を全国と比較すると、介護老人保健施設、介護療養型医療施設が全国を上回っているの

に対し、介護老人福祉施設、介護医療院は全国を下回っています。（図表Ⅱ―19） 

図表Ⅱ－19 施設サービスの利用状況（第１号被保険者一人当たり介護給付費、 

令和２年７月現在） 

（資料）厚生労働省「介護保険事業状況報告」（令和２年９月分）

（円）

（円）
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